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「東大阪家族の集いのご案内」 

日 時： 3月１９日(木) １３：００～１５：００ 

場 所： イコーラム学習室 近鉄奈良線 若江岩田駅前 希来里６階 

テ ー マ： DVDを見て学ぼう 

参加申込： 橘 ０９０－２０９０－５２００ 草宮 ０８０－６４３４－１５４４ 

締 切： 3月５日(木)（電話またはメール等で必ず申込をお願いします） 

精神疾患を持つ家族が元気になるために、対応のコツを学ぶセルフヘルプグループ 

阪本病院様のご協力で、会議室の無償提供・会報や講演会チラシを置かせて頂いております 

 

橘やよい（０９０－２０９０－５２００）   sst.kazokukai1@gmail.com 

東大阪市精神障がい者家族会   https://kazoku-sst.com 

「親だから」は、忘れる       

 

あれこれ子どもに「教えなきゃ」なんて思わなくていいのです。 

そもそも、「しなさい」と言う前にまずは自分を振り返ること 

 「こうしてほしい」ときちんと言葉で伝えることは大切ですが、 

そこから先は相手の領域です。することもあれば、しないこともあるでしょう。 

相手を怒鳴り、責め、コントロールしようとしても、それは人間関係の悪化を生み、 

たいていは徒労に終わります。助言も、それが、自分の希望を相手に通してかなえるような

ものであってはならないとおもいます。 

 「あなたにはあなたのやり方、考えがある。そのうえで、わたしには、少しお手伝いでき

るかもしれない」親も子も、同じ立場に立ち、目線を合わせて話したいものです。 

 91 歳の心療内科医の心がラクになる診療室 ほどよく忘れて生きていく  藤井英子 

 

1月の講演会は、私にとって反省と、たくさんの気づきがありました。行動を制したり、 

指図ではなく、まずは娘の言い分、気持ちを聞いてみようと思います。             

担当  大橋桂子 

 

 

mailto:sst.kazokukai1@gmail.com
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障がいがある人も家族も             2026 年 1 月 24 日（土） 

「自分らしく生きる」 講演会 

＊今まで考えていた支援の方向は、当事者を「支援しやすい人」という型にはめていたのだ

ということだと教えてもらい目からウロコが落ちたようです。貴重なお話をありがとうご

ざいました。 

＊育て方を間違ったとは思いたくないし、仕事を転々としながら収入を得て食べていって

くれているので、このままでいいと思っています。 

＊楽しい先生に教えてもらえる学生さんは、幸せだなと感じました。グループホームに入れ

なくてもいいんだとわかって、ホッとしました。親も楽しくしていいとわかって良かった

です。 

＊障害があって何も意味がない事をやっていると思っていたが、当事者にとっては意味が

あるんだと少し思った。彼なりに何かしらして落ち着いているかもしれない。 

＊とても楽しいお話をありがとうございました。自分の中の決めつけが多く心からハッと

しました。 

＊楽しく面白く、とてもためになるお話でよかったです。 

＊本当に楽しいお話でした。今まで聞いたことのないお話です。「ウンウン」と頷きながら

参考にさせて頂こうと思ったことが多々ありました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

自分が見ている景色を基準にすると、自分以外の人を見たら区別や差別が起こってくるよう

に思われますが、三田先生は、そういう壁を持たない方なので、障害を持っている方々にも私

達にも何も変わりなく、ひとりの人として関われるだけでなく、前に向かせてくれるパワーを

講演から感じました。 

家族は、当事者のためにたくさん努力をしてたくさん我慢をして支えている人が多いが、 

実際のところ当事者の思いとは離れていることも多々あるんだと三田先生が当事者と接して

いる経験談からわかりました。 

もしも自分が困っていると想像し、助けてくれることはありがたいけど、良かれと思っての

押しつけは迷惑だし、やり方は自分で決めたい。 

皆さんが思う「普通とか常識」＝「決めつけ」かもしれませんね？ 

                                   メカラ・ウロコより 



阪本病院家族 SST交流会 会報 82号 202６年 2月 19日発行 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊先生の仰るように出来ていれば最高だと思います。自分がどうしたいのか、ということが

定まらないと先に進めないですもの。これが今の自分に置かれている一番のテーマだと思い

ます。今年は、少しでも前進できるようにしたいと思います。自分がどうしたいのか「自分

らしく生きる」私のテーマです。 

＊とても楽しく聞かせて頂きました。肩の荷が下りました。その人その人でもっと自由に生

きていいのだと枠にはめないでいいのだと 

＊当事者（病気）に対して何の偏見もなく、対等に向き合っておられることにとても嬉しく感

動しました。精神病という事で、本人も家族も非常にイヤな言葉をかけられますが、先生の

お話に人間としての基本的な向き合い方を教えて頂いたと思います。ありがとうございまし

た。 

＊最近、利用者様とのやりとりで、ヘルパーとの問題（リクエストに応えられない）で担当を

変えて欲しいと言われて協議中。自分の対応がよくなかったと反省 これからの話し合いの

前に先生のお話を聞けて良かったです。ありがとうございました。 

＊とても楽しくお話を聞かせて頂き、気づけた事もたくさんあり、三田先生に感謝していま

す。障がい者も健常者も皆平等なのだと理解しました。支援している私も人生を楽しもう‼と

強く思いました。 

＊講演ありがとうございました。笑いあり、涙あり、あっという間でした。支援者はのらりく

らり、その人に関心をもつ これが印象に残りました。このコトバをわすれず、親として支

援者としてやっていきたいと思いました。 

＊先生のお話は聞いていてすっきりします。元気になりました。小さなことに気を病んで落

ち込んだりしている自分があまりにもアホみたいに思えましたが、娘がドキドキワクワク楽

しく生きているか考えることが大事だと思いました。これからの課題です。今日、お話を聞

かせて頂いて本当に良かったです。ありがとうございました。 

＊沢山の異次元エピソード 有益でした。 

＊とてもユーモアいっぱいで思っていたよりも楽しく聞かせて頂きました。また、機会があ

れば参加させて頂きたく思っております。 

＊親の立場ですが、支援をする側としての間違っていた対応や本人の思いを理解していなか

ったとたくさんの気づきをもらえました。楽しく聞くことができ、あっという間でした。ま

だまだ聞きたかったです。ありがとうございました。 

＊先生のお話の中に沢山のヒントがあり勉強になりました。もっと当事者目線といいますか

心の動きを尊重し、理解することから始まるのだと痛感しました。いわゆる「普通」にして

欲しい「普通」に戻したい、といった気持ちが私には強くあったようで「普通」って何だ？

と考えさせられました。本日は、有意義な時間を過ごさせて頂き、ありがとうございました。 

＊（泣き笑い）楽しい内容でした。 

＊Alternative について研究してみたいです。 
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＊とても楽しくお話が聞けました。感謝‼ 当事者の方と深く関わり合ってのお話は、本当

に強く心に響きました。先生のような支援者のいる事業所が欲しいです。息子が作業所に合

わず 2 回自殺未遂・・・それでも今の支援者の方から親が引き離して他の支援者を探すこと

も出来ず・・・どうしたら良いのか 

＊相談支援をしておりますが、ハッと気が付くところがありとても楽しい時間でした。利用

者さん側になってというか”決めつけ”をせず状況把握が大事だと思いました。 

＊具体的なことが沢山で、とてもよかったです。 

＊思っていたより明るい講演会でした。お話を聞いていて、自身が何を知りたいのか、悩ん

でいる内容がどのレベルでどういう段階なのか頭がクリアになった気がします。貴重なお時

間をありがとうございました。 

＊直球ストレートなお話良かったです。 

＊色々な状況の方のお話を知り、自分の思いは、悩みではないと感じられ聴講でき嬉しく思

いました。感謝します。 

＊本日はお疲れ様でございました。親しみ易い口調でお話頂きましてありがとうございまし

た。母の立場を優先して何もかも押し付けてきたと反省しました。世話を焼くより心の奥の

話に集中して聞く暮らしをすべきと思いなおしています。心の表現力（理解するのに 35 年

かかりました）が足りずに相当の遠回りの人生を送らせている事が悔やまれます。楽しく疲

れない眠くならない講演でした。 

＊わかりやすい内容で、あっという間でした。支援者だからとか当事者だからとか線引きし

て考えるのはおかしいと学びました。あまり、ちゃんとしなきゃとか考えずに、自分ファー

ストで子どもとも関わっていきたいです。 

 

 

 

イコーラムフェスタ 2月 2１日まで 

（近鉄奈良線 若江岩田駅） 

毎年、2月に行われるイコーラムフェスタに 

家族会から展示参加をしております。 

2 月の家族会はイコーラム学習室なので出席

される方はぜひ、見てください。 

右の写真は昨年の展示です→ 

           


